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Scheme 2. Synthesis of multisubstituted heterocycles. 







































Scheme 3. Efficient synthesis of 4-methylene-2-isoxazoline derivatives 
by gold-catalyzed cyclization-intermolecular methylene transfer sequence. 
 
  



















Scheme 4. Efficient synthesis of enantioenriched isoxazoles by chirality transfer 
in gold-catalyzed cyclization-methylene transfer followed by carbonyl ene reaction. 
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Scheme 5. Expansion of gold-catalyzed cyclization-intermolecular methylene transfer sequence: 
synthesis of highly functionalized isoxazoline derivatives. 
 
  












第 7 章 結論 
 
『金触媒によるアルキンの π 活性化を起点とした含窒素多置換ヘテロ環合成法の開発』と題し
た本博士論文は、新しい含窒素多置換ヘテロ環化合物の合成法の開発によるケミカルスペースの
拡大を目的とし、検討を行った。 
 本博士研究によって、従来の方法では合成が困難であったヘテロ環化合物や、適切な位置に置
換基が導入された多置換ヘテロ環化合物を効率的に合成できることを見出した。特に本研究で得
られた生成物は、その合成法として最も効率的であることから、これらの分子が必要とされる際
に本手法が活用されることが大いに期待される。さらに本研究を通して得られた知見から、将来
的に様々な基質への適用や、中間体からのさらなる変換を起こすことでより多くの新規含窒素ヘ
テロ環化合物が合成され、ケミカルスペースの拡大に貢献できることを確信している。 
